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　近年のアイヌ文化復興のさまざまな活動の中で、各
地に伝わる、あるいは伝わっていたとされる歌や踊り
や楽器の演奏への取組みや、その上演の機会は、多様
になってきています。読者の皆さんの中にも、そうし
た芸能の伝承に取り組んでいる人や少しは体験したこ
とのある人もいることでしょう。一方で、舞台での踊
りをちょっと見たことがある、あるいはアイヌの音楽
というものを今まで意識して聞いたことがない、とい
う方もいることでしょう。
　今回は、芸能をめぐる近年までの歩みと、伝統的な
音楽・芸能のうち、現代の舞台や催事などでも比較的
上演されることの多いジャンルの一つである「座り歌」
を中心に、その音楽的な特徴についてお話ししていき
たいと思います（なお本稿では、歌や踊りや楽器など、
音を伴って繰り広げる無形文化全般を芸能と呼び、芸
能を形作っているさまざまな要素のうち、特に音の側
面に着目して述べる時に音楽と呼んでいます）。

アイヌの芸能　近年までの歩み
　どの民族や文化のものであれ、芸能は実際に上演す
ることでその姿を表します。そのため、演奏のつど、
また演じる人や場によっても、大小さまざまな違いは
生じます。また、時間を経るうちに、変えようとして
いるわけでなくても少しずつ変容していくことも、無
形文化の歴史では当然の前提として考えられています。
　ところが、アイヌ民族とその文化を取り巻く環境は、
とりわけ明治時代以降、そのような自然な変容とは言
いがたい、急激な社会の変化に、否応なしにさらされ
る歴史をたどってきました。その中でアイヌ語を日常
で用いたり伝統的な芸能を演じたりする機会も減って
いきました。この過程で、多くの曲目が人から人へと
伝わることを困難にしただろうことは想像に難くあり
ません。その一方で、身内や仲間が集まる場では伝来
の歌や踊りを演じたり、私的な場面でアイヌ語の歌を
口ずさんだり、といったこともずっと続いてきました。
　戦後の観光ブームの時期には、北海道内の観光地で
観光客向けにダイジェストした公演の機会も増えてい
きます。また、1970～80年代にかけて、舞踊の保存会
などが各地で作られ、それぞれの地域で伝承されてき
た芸能の学習や継承が、団体組織としても行われるよ
うになっていきました。
　こうしたことは、演目や演奏のスタイル、継承の方
法などにも影響を与えてきたと考えられますが、同時
に、各地の芸能を、形を変えながらも存続させ継承す
る新たな場となっていったという側面もあります。
　近年、道内外や国外でもアイヌ文化を紹介する催し
がさまざまに行われ、その中で芸能を上演する機会も
増え、上演のしかたなども多様化してきました。久し
く行われなくなっていた曲目の復元や、伝統を踏まえ
た新たなアートとしての創作など、従来のメディアだ
けでなくインターネットを通じて発信する若い世代の
人びとの取組みも見られるようになってきています。
声の音楽
　アイヌの伝統的な芸能にはさまざまなジャンルがあ
り、ムックリ（口琴）、トンコリ（五弦琴）などの楽器
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なぜシントコの蓋を床に置いて手で打つのか、いつ頃
からそのようになったのか、はっきりしたことはわ
かっていません。近年の舞台などでは、円座せずに手
を叩きながら歌われることもありますが、ともかくも、
均等な拍子を歌い手の皆で打ち、そのテンポにのせて
歌っていきます。
　こうしたスタイルで歌うジャンルは、地域によって
「ウポポ」「ロク　ウポポ」などいろいろな呼び名があ
ります。ここでは、このジャンルの総称としては「座
り歌」という訳語で呼んでいきます。
　座り歌には、全員で斉唱するスタイルや、和人の民
謡でもよくあるような、音頭取りが歌った後に一同が
それと同じメロディを繰り返す、といったスタイルも
ありますが、アイヌ音楽の大きな特色の一つとしてよ
く取り上げられるのは、次にお話しする「ウコウク」
と呼ばれる歌い方です。
ウコウク
　座り歌の一つを、次つぎと追いかけるように歌い出
し、そこから音が重なりあい、全体として厚みのある
音響が生まれます。メロディは何回か繰り返され、し
ばらくすると別の座り歌を歌い出し、また次つぎと追
いかけるように歌い、繰り返し、また次の曲へ…。
　アイヌ語で「ウコウク」と呼ばれる歌い方は、この
ように、何人かで一つの曲を、同時にではなく数拍の
間を置いてから歌い出していくものです。　

の音楽ももちろんありますが、それ以上に、声を用い
る音楽が多くのジャンルにわたって行われています。
　いわゆる歌（歌謡）のほかにも、物語をメロディに
乗せて語ったり、正式な祈りの言葉や改まった場での
挨拶の言葉などを一定のメロディに乗せて発したり、
短いおまじないの言葉なども一定のメロディやリズム
で唱えたりなど、初めて聞く人にはどれも歌っている
ように聞こえるかもしれません。
　伝統的な歌の歌い方では、手拍子や、踊りに伴う足
踏みの音などが混じるほかは、楽器で伴奏するという
ことはありません（サハリンでの伝承では例外的に楽
器と一緒に行う曲もありますが少数です）。それだけ
に、声そのものの音色や、複数で歌うときの声の重ね
方が、とても大事な要素となってきます。
座り歌
　円の中心を向いて輪になって座っている人たちが、
手元で拍子をとりながら歌うのを聞いたことがある人
もいるでしょう。このとき歌い手らが叩いているのは、
「シントコ」と呼ばれる漆塗りの器（写真）の蓋です。

「ウコウク」による「座り歌」の響き

シントコ（右の写真は蓋を外した状態）（北海道博物館所蔵資料22031）

図：北海道博物館アイヌ民族文化研究センター編 『ポン カンピソシ 7  芸能』 より
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　50年前くらいまでのいくつかの録音資料からは、後
から入る歌い手の歌い出しが 1拍遅れだったり 2拍遅
れだったり（時には1.5拍なども！）、厳格に「ここ」
と決まっていたわけではないことが聞き取れます（な
お現代では、次の人が歌い出すタイミングをあらかじ
め決めて演奏することも多くなっています）。
　さらに、それぞれの歌い手が歌うメロディが、互い
に微妙に異なっていたりします。偶然の要素ももちろ
んあるでしょうが、歌い手一人ひとりの身についた節
まわしや歌うときの癖が、そのままに、ウコウクの音
響の全体に溶け込んでいるようにも聞こえます。同じ
歌詞の同じ曲でも、必ずしもガチガチに固定されたメ
ロディなのではなく、ゆるやかな幅を持って歌われて
いるのです。そしてそれらをさらにウコウクで…。
　このようにして生み出される複雑な音響は、輪唱の
ような整然としたハーモニーとは異なり、人によって
は混沌とさえ思えるかもしれません。繰り返し打ち寄
せる波を連想させる、という人もいますし、小鳥が一
斉にさえずっているようだという人もいるでしょう。
歌い手の中には、ウコウクで何曲も続けて歌っている
と、まるで酔ったような気分になるという人もいます。
混沌感さえ併せ持った豊かで複雑な音響は、日常とは
異なる時間の流れと空間を作り出しているかのように
思えたりもします。どのように感じるかは人それぞれ
で、確実な答えはありません。
　座り歌は、その地域に伝わる座り歌の曲を知る人が
複数集まらないと演奏できません。互いに見知った同
士で、互いに発する音（声）が身体や空間に響き合う
ときの快さが、ウコウクという歌い方によっていっそ
う楽しいものになっていくように感じられることも、
大事に今日まで人びとが伝えてきた、アイヌ音楽の歴
史につながっているのではないでしょうか。
平取地方の座り歌
　平取地方での座り歌に顕著なのですが、今から約半
世紀ほど前の録音には、 1曲の繰り返しの初回のみ、
後から入る歌い手が歌詞の冒頭ではないところから始
める演奏が、多く記録されています。
　例えば、次ページの譜例を見てみましょう。

　前ページの図は、旭川地方の座り歌の一つを、 3人
の歌い手がウコウクで歌っていくのを図にしたもので
す。同じ歌詞・同じ曲を、開始のタイミングをずらし
て歌っていくことで、「ポン・ポン・ポン…」「クト・
クト・クト…」「シン・シン・シン…」「トコ・トコ・
トコ…」と、まるでことばのさざ波が次つぎと生まれ
ては消えていくような錯覚を、聴き手に与えます。
　前の図の音源とは違いますが、同じ歌の演奏の一部

を下記のウェブサイトで
聞けますので、アクセス
してみてください（PC
環境によっては再生でき
ない場合があります）。

　こうした、波のうねりのような音響そのものを生み
出すことが、ウコウクの面白さであり、アイヌ音楽の
魅力の一つとなっていると思います。
　形式だけ見ると、ウコウクは、皆さんもおなじみの
「かえるのがっしょう（通称：かえるのうた）」や「静
かな湖畔」などの「輪唱」とよく似ていますが、違い
もあります。
　輪唱も、一つのメロディをいくつかのパートで何拍
か後から歌い出しますが、全体の響きは西洋音楽の和
声進行のルールに適ったハーモニーとなるようにメロ
ディができています。各パートの開始タイミングもそ
うしたハーモニーを作れるような箇所に、あらかじめ
決まっています。つまり、ハーモニーを作ることに比
重を置いた構造と演奏法になっているのです。
　これに対してウコウクでは、結果的には異なる音ど
うしが重なり合う状態になったりしますが、輪唱のよ
うなハーモニーを作ろうとしてタイミングをずらして
いるわけではなさそうなのです。
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「座って数人で歌う歌」のページ（「アイヌ語入門 3  アイヌの芸能（歌や
踊り、楽器）について／いろいろな歌、楽器を聞いてみよう」より）
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「ウコウク」による「座り歌」の響き

※「ℓ」は地声と裏声を素早く往復する技巧を表す

譜例：CD 『アイヌ ・北方民族の芸能』 Disc 2 のトラック24 「ウポポ 2」 の冒頭部分より筆者採譜

れに入るのでしょう。初回だけ歌詞の冒頭を歌わない
のは、次に何を歌うのか、どこでウコウクの流れに入
るかの、見極めの時間なのかもしれません。ちょうど、
縄跳びの縄が旋回する中に入ろうと、待ち構えタイミ
ングをはかって跳び出すときのように…。
　歌う実感に則して考えると、この始め方はウコウク
の流れを作りやすく、ウコウクをしやすい、経験に基
づく合理的で実際的な方法だったのだろうと思います。
おわりに
　アイヌ文化関連の催しで、歌い手が円く座ってスタ
ンバイしたら、それはきっと座り歌が始まるところで
す。言葉がわからなくてもウコウクが繰り出す音響そ
のものを味わう楽しみを、ぜひ探ってみてください。
　また、もし機会があればぜひご自身でも歌ってみて
ください。いっそう座り歌の面白さ楽しさが実感でき、
アイヌの音楽～芸能への興味も深まるでしょう。

　この座り歌の歌詞は、
　　　　チュプカ　ワ　カムイ　ラン
　　　　イワニ　テッカ　オレウ
　　　　イワ　トゥイサム　エタンネ　マウ　アヌ
で一節で、これを何回か繰り返します。上の譜例は、
その初回の歌い出しを譜面に書き表したものです。
　最初に歌い出す人（A）は「チュプカ　ワ　…」か
ら歌い始めていますが、2番目に歌い出す人（B）は、
（A）の歌う「カムイ　ラン」の「ラン」に重ねて「カ
ムイ」から歌い始めています。つまり歌詞の「チュプ
カ　ワ」は、初回では声に出してはいません。さらに、
3番目に歌い出す人（C）は、前の（B）が「イワニ」
まで歌った直後に「イワニ」から歌い始めています（譜
例では（B）（C）が歌っていない歌詞を（　）で括っ
ています）。
　このような現象が聞かれるのは繰り返しの初回だけ
で、 2 回目以降の繰り返しでは 3 人とも「チュプカ　
ワ　カムイ　ラン」から歌っています。
　なぜ最初だけ、 2人目以降の歌い手はこうした入り
方をするのか、これも伝承者自身による説明の記録は
今のところ見つかっていませんが、繰り返しの初回だ
け、というところがポイントなのだと思います。
　最初に歌い出す人がそれまで歌っていたのと別な歌
を始めるとき、後続する人たちはまだ前の曲を歌い終
えていません。 2つの曲が重なる中で、 2番目に歌い
出す人はおそらく、先に歌い出した人が何の曲を始め
たかに聴覚を集中させ、頭の中でウコウクを開始し、
タイミングを確認し、メロディの区切りのつくところ
で前の人の歌った歌詞の最後の語句を取って、歌の流
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